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1 5 　 ス ク リ ー ニ ン グ で 発 見 さ れ た 食 道 小 細 胞 癌 の

1 例

佐々木正貴・池田義之・大竹雅広

須 田 武 保 ・ 柴 崎 浩 一 * ・ 中 島 孝 司 * *

味岡洋一 * * *

日本歯科大学新潟歯学部外科

同 内科 *

新潟中央病院内科
* *

新潟大学大学院分子病態病理
* * *

症例 は 72 歳男性 .
ス ク リ

ー ニ ン グ 目的 の 上 部

消化管内視鏡で胸部下部食道に軽度の 扇平隆起を

認 め, 生検で小細胞癌 ( 内分泌細胞癌) と診断さ

れた . 術前精査 で リ ン パ 節および他臓器転移は認

め なか っ た . 手術 は経裂孔食道切 除術を行 っ た .

切 除標本で は 10 × 5 m m 大の 0 - i s e p 腫 癌を認

め た
. 病理診断は内分泌細胞癌,

s m 3
,

n ( - ) で

病理組織学的進行度は p St a g e I で あ っ た
. 免疫

組織化学的検査 で は N C A M が陽性だ っ た . 術後

H ig b d o s e F P 療法を 3 コ ー ス 行い
, 術後 6 ケ 月の

現在再発を認め て い ない
.

1 6 　 臨 床 病 理 学 的 検 討 か ら み た 中 部 ・ 下 部 胃 癌 に

対するリンパ節郭清の考え方

藍 澤 喜 久 雄 ・ 佐 野 文 ・ 森 岡 伸 浩

清 永 英 利 ・ 宮 下 薫

燕労災病院外科

【目的】 臨床病理学的検討か らみ た中部 ･ 下部

胃癌に対するリ ン パ 節郭清範囲を考察する .

【方法】 切除胃癌1 087 例中の 中部胃癌 3 17 例

(2 9 .2 % ) と 下部胃癌 506 例 (46 .5 % ) の 82 3 例

(75 .7 % ) を検討対象と した.

【結 果】 リ ン パ 節転移陽性率 は , 中部 胃癌 ;

29 .
7 % , 下部胃癌 ; 42 .3 % で あ っ た . ま た, 進行

癌で 73 .
4 % , 下部胃癌の 未分 化型癌で 65 .8 % と

高率であ っ た . 部位別 リ ン パ 節転移陽性率は
, 中

部胃癌で は 第 1 群 の N o . 3 , 4 d ,
1

, 第 2 群の N o .

7
,
8 a

, 下部胃癌で は第 1 群 の N o . 6 , 3 , 4 d , 5 , 第

2 群の N o . 8 a , 7 , 9 が高か っ た . N o . 1 1p の 転移率

は 3 .6 % で あ っ た .

【結語】 中部 ･ 下部胃癌 に対 する リ ン パ 節郭酒

は
,

D 2 郭清の 範囲で行う . 進行癌, とくに下部 の

未分化型癌の リ ン パ 節転移陽性率は高く,
これ ら

に対して は , 第 2 群の リ ン パ 節部活を精度よく行

い
, 郭滴範囲の拡大も考慮す べ きで ある .

1 7 　 切 除 不 能 進 行 胃 癌 に 対 す る 術 前 化 学 療 法 と し

て の T S - 1 + C D D P 療 法

大 橋 学 ・ 神 田 達 夫 ・ 坂 本 薫

矢 島 和 人 ・ 田 邊 匡 ・ 小 杉 伸 一

畠 山 勝 義

新潟大学大学院消化器 ･
一

般外科学分野

【目的】 切除不能進行胃癌に対する術前化学療

法 ( N A C) と して の T S - 1 ＋ C D D P 療法の 治療

成績を検討する .

【対象と方法】20 02 年1 月か ら 2 00 5 年 4 月まで

の 間 に
, 治癒切 除不能胃癌と診断され た 31 名を

登 録 した
. 対象患者に は T S - 1 ＋ C D D P 療法を

行 い , 治癒切除可能と なれば腹腔鏡検査で 播種が

な い こ とを確認後手術を施行 した . 手術施行割合

と生存期間に つ い て検討した
.

【結果】31 名中 7 名 (2 3 % ) が切除可能と診断

された . しか し, 実際治癒切除を施行された患者

は 4 名 (1 3 % ) で あ っ た
. 全患者 の M S T は 341

日,
1 年生存率は 39 % で あ っ たが , 治癒切除患者

に お い て は M S T に は達せ ず, 1 年生存率 1 00 %

で あ っ た
.

【結論】 切 除不能胃癌 に対する N A C と し て の

T S - 1 ＋ C D D P 療法で 治癒切除 が可 能に な る患

者は 1 0 % 程度 に過ぎな い
. しか し, 治癒切除が可

能で あ っ た患者 の 予 後は期待 が持て る成績で あ

る .

1 8 　 大 腸 癌 術 後 肺 転 移 に 対 し て 抗 癌 剤 の 時 間 治 療

は 有 効 で あ る

宗 岡 克 樹 ・ 白 井 良 夫 * ・ 若 井 俊 文 *

横 山 直 行 * ・ 畠 山 勝 義 *

新津医療 セ ン タ ー 病院外科

新潟大学大学院消化器 ･
一

般外科
*

【目的】 抗癌剤を至適投与時間 に投与する 時間




